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約 2 週間で 1,098 症例の副作用経験談を取得した（有効回答率 90.0%）。このうち 581
症例（52.9%）は MedDRAにない患者の表現を含んでいた。回答者の年齢は 20歳～59
歳が全体の約 97%を占めていた。また、約 1週間の調査で 619語の方言を収集できた（有
効回答率 78.0%）。このうち 548 語は既存の辞典にない方言であった。地域薬剤師への




































では、14薬局 10年分の S情報から 1,702文の副作用データセットが作成され、システ
ムの性能は F値 0.47となった。不一致の原因は 1,251件となり、うち検索ルールの修
正で対応可能な原因 2, 5, 6は 958件（76.6%）となった。これらについて改訂を行っ
た結果、F値は 0.47から 0.72まで改善した。不一致の原因は全体で 1,251件から 539
件に減少し、原因 2は 74件から 7件（90.5%減少）、原因 5は 376件から 31件（91.6%




前では F値 0.38 となったのに対し改訂後では F 値 0.66 と性能が改善した。不一致の
原因は改訂前の検索ルール適用時は 745件で、うち原因 2, 5, 6は 620件（83.2%）で
あった。改訂後の検索ルール適用時は不一致が 471件に減少し、原因 2は 30件から 3
件（90.0%減少）、原因 5は 419件から 203件（51.6%減少）、原因 6は 171件から 82































＜『P-MedDRA』の作成＞検討 1 で収集した方言および検討 2 で使用した薬歴とクラ
ウドソーシングのデータをもとに、患者の表現とMedDRAの PTが紐付いた辞書デー
タを作成した。方言を除いた語の収載語数と分布（MedDRAの SOC毎の語数）につい





クラウドソーシング由来で 593語、薬歴由来で 496語が得られ、重複を削除して 1,022
語（方言を含めると 1,641語）が『P-MedDRA』となった。このうちMedDRAに対応
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